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認知症希望大使フォーラム in九州・沖縄

日時 :R5.11.30(木 )14:00～ 16:00

場所 :ZOOMオンライン限定開催



認矢口症本人大使「ながさきけん希望大使」

認矢口症本人大使「ながさきけん希望大使」の略歴
|.概要
。 国の諷知症施策推進大綱 (R元。6.18)に おいて、認知症の人が、

できる限り地域で自分 らしく暮 らし続ける社会を実現するために

は、認知症への社会の理解を深め、誤知症の有無に関わらず、同
じ社会の一員として地域をともに創ることがX妥 との考え方のも
と、「認知症本人大使」を創設 し、認知症の人本人による普及活
動を支援 していくことが提唱された。

● 県は、認知症本人の方々を「ながさきけん希望大使」として任命
し、認知症の人本人からの発信の機会を増やすととも に、大使
と一緒に認知症への社会の理解を深めるための普及啓発を推進。

● 関係機関・団体からの推薦により、R3年度から希望大使の委嘱を

開始 し、現在4名 が活躍中。任期は2年間。

2。 大使名称

認知症本人大使「ながさきけん希望大使」

(理由)

・誤知症に対する印象を柔 らか くし、受入れやすい名称に

するため、ひ らがなを含んだ表記 とする。
・国が使用 している「希望大使」が浸透 してきていること

もあり、「希望」を含んだ表記 とする。
・ 16都道府県55名 の「希望大使」が活躍。 (R5.3月 時点)

3.活動内容

本人が希望や体調にあわせて、以下か ら活動内容を選択

(I)県が行 う認矢口症の研修や普及啓発活動への参カロ・協カ

(2)認矢口症サポエター養成講座の講師であるキャラバン・

メイ トヘの協カ   
ー

(3)そ の他都道府県が蜂要 と認めた用務

※県依頼の活動には、県か ら報酬・旅費を支給。

※その他、個別に市町・団体等による研修等での活動に参加

している方もお られる。

略 歴

・ 1963年生まれ。
・202,年の8月 末まで長年建設業を自営。
・2019年3月 、54歳で前頭側頭型認矢ロ

症 と診断される。
・県の若年性認矢口症の集いに参カロし、一

昨年には長崎文化放送の取材を受け、 ド

キュメンタリー番組にも出演。

・ 1967年生まれ。
・長崎市内で勤務。
・2019年頃に若年性認知症 と診断され

る。
・県の若年性認知症の集いに参カロ。
・職場が協力的で、ジョブコーチ支援も

取 り入れるなどしなが ら就労継続中。

・ 1955年生まれ。
・2009年54歳 の時に若年性アルツハイ
マー型誤矢口症 と診断される。
・若年性認知症を周囲に公表 し、地域の

研修会や家族の会の集い等に積極的に参

加 され、自身の体験 を発表 している。

・ 1969年生まれ。
・50歳頃に若年性アルツハイマー型諷矢ロ

症 と診断される。
・長崎市の研修会や家族の会の交流会で

講話 をしている。

居住地

長崎市

長崎市

松浦市

長崎市

氏 名

(み ぞかみ しS、みのり)

溝上 文徳 さん

(え はま まさし)

江濱 真司 さん

(かないだ まさあき)

金井田 正秋 さん

(た なか ゆたか)

田中 豊 さん



認矢口症本人大使「ながさきけん希望大使」活動事例

今和 4年度
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誤矢口症本人大使「ながさきけん希望大使」活動事例
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【会合内容】
1 会の名称 G7保健大臣会合開催記念認矢口症シンポジウム

2 主催   厚生労働省
3 開催日時 今和 5年 5月 14日 (日 )8:30～ 10:30
4 会場   出島メッセ長崎  (長崎市尾上町4-1)
5 参加者  認知症当事者、政府関係者、研究者 等
6 当日プログラム

。開会あいさつ (厚生労働省)

●各国大臣あいさつ (未定)

0当事者スピーチ
・JDWC(認知症本人ワーキンググループ):全国団体
。諷矢口症の人と家族の会 :全国団体
・長崎県諷知症本人大使「ながさきけん希望大使」

oパネルディスカッション

【スピーチ概要】
0「子供逹の将来の事を考えたら落ち込んでばかりいても仕方

がない。今自分ができる事を探 していくしかない」と、何事

もポジティブに考えようと決め、 1年半近く経った時に病気
のことを受け入れる事ができるようになりました。

●認知症は昔の痴呆症 というイメージが強いので、差別的な目
で見られないか、打ち明けるのに不安はありましたが、「知
ってもらっていた方が周りも接 しやすいのではないか」と、

思い私や家族に関わる人には伝えています。伝えたことで、

家族や白治会、勤め先の職場も理解 してくれるようになりま
した。

●今訳矢口症を発症 し苦 しんでいる方、これから諷矢口症を発症す

る方の希望 としてこれからも地元長崎の希望大使 としての活

動を続けたい。
3

‐帝 ,1.よ源

ながさきけん希望大使 田中 豊 さん



諷矢口症本人大使「ながさきけん希望大使」活動事例
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諷矢口症本人大使「ながさきけん希望大使」活動事例

交流会の様子
(ながさきけん希望大使 江濱 真

活動支援者 (母親)江濱 カズ子
エーザイ社員の方 )々

【会合内容】
1 会の名称

、ながさきけん希望大使 とエーザイ社員との交流会
2 開催日時

今和 5年 9月 5日 (火)10:00～ ||:00
3 会場

エーザイ長崎コミュニケーションオフィス

4 参加者
江濱真司さん (希望大使)、 江濱カズ子さん (支

援者・母)、 エーザイ社員の方々約50宅 (web参
加者含む。)

5 当日プログラム
0ながさきけん希望大使の取組紹介 (長崎県)

。希望大使 講演 (江濱真司さん)

。希望大使 と工ニザイ社員のデイスカッション

【講演概要】
。仕事で思い出せないこと、間違いが多くなり、上

司から受診を勧められた。認知左の診断を受けた

ときは日の前が真っ暗になった。
●職場ではジョブコーチ支援を受けるなど、上司の

人たちがものすごく気を配ってくれたおかげで、

診断のショックから立ち直ることが出来た。
●職場の人や家族に助けられ感謝 している。自分も

何か人の役に立てることがあれば。

【参加者の主な感想】
。職場、家族など周りの方々からのサポー トが非常に

厚くて驚いた。
●何かの役に立ちたいという気持ちは、我々と何 ら変

わりがない。そのようなお気持ちで色々なことに前
向きに取り組まれていることに感銘を受けた。 5
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